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Ⅰ 「大学 教員養成」 「開放制 教員養成」 危機． における と の の

最近、学校教員 資質能力 向上 問題化 、 大 側面 具体的 提

言 論 。 一 、教員養成・教員免許 関 制度 改革 、他

教員 関 評価 改善等 。 、前者 教員 資質能力 形成 直接的 関係

大学 教職課程 教員養成 対 、 「教師 力量形成」 関 新 視点 課題

・改善 求 注目 。

、 動向 、 教員養成 原則、 「大学 教員養成（以

下、「大学 養成」 略称）」 「開放制 教員養成（以下、「開放制」 略称）」 立脚 現行

教員養成制度 批判 、 強 改善要請 。 、

教員養成 教科専門重視 教職専門重視 傾向 強化 動向 推 進

。見方 変 、 改善・改革方向 、

原則 生 出 教員志望者 期待 希望 弱 危機意識 拡大

。

平成 年以降、教員養成 関連 答申 、直接的 教員 資質能力 関

。 、平成 年 月 教育職員養成審議会 、第 次答申「新 時

代 向 教員養成 改善方策 」、 平成 年 月 中央教育審議会 「今後 教

員免許制度 在 方 （答申）」 、 立場 諸提言 行 。

、平成 年 月 優 資質能力 有 教員 養成・確保 不可欠 「今後

教員養成・免許制度 在 方 」 中央教育審議会 諮問 、平成 年 月 ー

ー 教員免許更新制 導入 検討 実質的 開始 。平成 年 月 、

審議 「今後 教員養成・免許制度 在 方 」（中間報告）

、 後 中間報告 検討 求 課題 中心 、 審議 平

成 年 月 中央教育審議会「今後 教員養成・免許制度 在 方 （答申）」（以下、「答

申」 、 指 ） 。

果 、 答申 提起 諸改革策 、「大学 養成」 「開放制」 原

則 立脚 今日 教員養成 対 、現実的 成果 期待 。大学

の の が しているが それは きく つの から な

として じられている その つは に わる の であり のひと

つは に わる の である とりわけ は の の に に す

る の における に して その の に わる たな と

が められていることに しなければならない

いわば この は これまでの の つの すなわち における

での と と の と に する

への であり それへの い ともいえるものである このことはまた こ

れまでの における から への をさらに する を し

めることでもある を えれば まさにこうした は これまでにこれらの つ

の が み してきた への と を めてしまうという の をもたら

すことにもなりかねないということである

に する も に の に わるものだけでも つ

がとりまとめられている まず には が たな

に けた の について そして には が の

の り について において それぞれの から を っている さ

らに に れた を する の が であることから の

の り について が に され にそのワ キ

ンググル プによる の などの が に された には

これまでの が の の り について としてとりまとめ

られ その この において が められてきた を に さらに がなされて

に の の り について

とは これを す としてとりまとめられている

たして これらの が する が での と という つの

に する の に して によりよい を できるのであろうか の
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教職課程教育 、様々 側面 「 」 失 、 単 免許取得 厳 表面化

。教職科目 履修条件 強化 、教師 人間性 指導力

高 重要性 誰 否定 。 、教師教育 基盤形成 大学 教養 専門 学習

、 児童生徒 直接的 人間的関 教育現場 経験 成熟

十分 視野 入 改善・改革方向 。

諸提言 、 時代 求 学校教育 実現 教員 資質

能力 向上 重要 前提 、教員 新 資質能力 何 問 、

養成 改善・改革 大 課題 。特 、 「答申」

「国民 信頼 応 、質 高 教員 養成・確保 」 施策 何 明

、新 学校教育施策 教員資質能力 関 教員養成制度 在

方 根本 論議 。

、今回 改革 、①教員養成 専門職大学院 在 方、②教員免許制度 改革、

教員免許更新制 導入 中心 検討 、以下 述 現行教員養成

原則 「開放制」 「大学 養成」 視野 入 論議 展開 、

大 制度的 改革 、 「答申」 最初 取 上 大学

教職課程 指導体制 見直 「教職課程 質的水準 向上」 最重要課題

強調 。 意味 、 教員養成 課題解決 「改革」

「改善」 表現 方 妥当 。 、 高度 教養 教科

専門性、 広 知識・技術 育 教職 可能 、 「大学 養

成」 「開放制」 原則 活 条件 整 。

観点 立 、今 教育改革 第 改革、 教育 再生 向 「教育 構造改

革」 文脈 、新 一連 教員養成 密接 関連 諸施策 現実 大学 教職

課程 教員養成、 「大学 養成」 「開放制」 対 質的充実・向上 何

求 問 。 、今回 「答申」内容

教育職員免許法改定 直接的 結 、 改定方向 「開放制」 原則

保持 問題意識 関 、以下 教員養成 改善策 改

議論 深 。

、一時的 教員就職率 向上 目 向 、長期的 教員養成 展望 弱

、 原則 対 危機意識 強 。換言 、

原則 立 戻 、 生 具体的 改善策 、個性・人間性重視 教育 関

自主的 意欲的 取 組 優 教師 養成 可能 。

、今回 「答申」 今後 教員養成 与 影響 大 考 、

「大学 養成」 「開放制」 危機 訴 状況 進展 指摘

。 故 、今回 「答申」 分析 、 主要 教育

職員免許法 改正、 平成元年 平成 年 改正 視野 入 、 同時

が な で ゆとり を い ただ に の しさだけが してき

たきらいがないであろうか の を することによって の や

を めることの は も しない しかし の が の や の

にあること また との な わりが での からさらに していく

ということなどを に に れた にあるといえるであろうか

これらの では これからの に められる を していくためには の

の がとりわけ な となることから の たな とは かが われ かつ

そのための システムをどう するかが きな となっている に この

がいう の に える の い が される ための とは かを らかに

するとともに しい とそのための との わりから の り

が から されなければならない

なかでも の では における の り の

とりわけ の が に されてきたが に べるように シス

テムの つの である と での をより に れた を すれば こ

うした きな な よりも むしろ においてもまず に り げられている

の そのものの の しにつながる の の が に

なることを しなければならない その で ここでの の も とい

うよりも という の が といえよう さらにいえば このことが な と

の そして い を てる カリキュラムを し これによって での

と の つの をより かしていける が っていくということである

こうした に つと の が の つまり の に けた の

といわれる において しい の に に する が に の

における いわゆる での や に してその に

を めてくるのかということが われるのである このことはそのまま の が

に に びついていただけに この がとりわけ の

をどう していくという との わりで のような の について めて

を めていかなければならない

そうでなければ な の に が けられ な への が め

られることになり この つの に する を よめるばかりである すれば この

つの に ち り よりこれらを かす な こそが の に

わる かつ な り みのできる れた を することが となるのである

しかしながら の が の に える の きさを えると あえてここ

で での と の を えずにはいられない が していることを し

なければならないのである それ に の の だけでなく これまでの な

の すなわち と の つの も に れながら それと に
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の と

いつの にも わらずに められる の な にも に しながら それらの

に って に しく められている の とそのための な につい

ての を めていきたい このことによって における カリキュラムの

びに の そのものの な が まさに での と の

を していくための と していかねばならないことを できるのである

の にみられるような の を に める を

しつつ にこれらの としての の を していく は の

の した である その も これまでの での と

の の の で きく つの な を している すなわち のいう

に する な する たる の が える

への に する である その としては の を として

な を に に けさせるものに する を の を じ

て として な を に するものに する としている

ここで しなければならないことは では として な が

では として な となったことである この の は か

ら の な による の というより ということ が にお

ける の り の に わる からである の つの に れば と

という において な の という の きさが ずから

できるのである この は で べるように これまでの における にわたる

の での に にみられている このことはまた この な

と の の との が での と という つの

の で られなければならないことを している

このための かつ な としては は の の

で として な を に に けさせる の

でより な を えた ある を する の

を した も として な を に する をあげている ここで われな

ければならない は これらの が の つの との で なる を つ

のかということである その では もちろん の を にとり うのではなく これら

を の プロセスを じて に じていかねばならない

ここでは するように の の としての における

の こそが も な となる いうまでもなく の が の

時代 変 求 教員 普遍的 資質能力 十分 考慮 、

上 立 学校教員 新 求 資質能力 向上 具体的 改善方策

論議 深 。 、大学 教員養成 改善方向・

方策、並 大学 教職課程 質的 改善策 、 「大学 養成」 「開放制」

原則 維持 方向 符合 再確認 。

今回 「答申」 養成、採用、研修等 改革・改善策 総合的 進 必要性

強調 、特 前提 教員養成・免許制度 改革 展開 方向 、今日

教師教育改革 一貫 立場 。 基本姿勢 一応 「大学 養成」 「開放制」

原則 評価 上 大 今日的 課題 指摘 。 、「答申」 教員養

成 対 明確 理念（養成 教員像）、専門職業人 教員養成 目的、学校現場 抱 課

題 対応 対 問題性 。 改革方向 ①大学 教職課程 、教員 最小限

必要 資質能力 確実 身 付 改革 、②教員免許状 、教職活動 全体 通

、教員 必要 資質能力 確実 保証 改革 、 。

留意 、中間報告 「教員 必要 資質能力」 「答申」

「教員 最小限必要 資質能力」 。 文言 変更 、中間報告

以後 広範 審議結果 表記 変更 、「最小限」 自体 教師教育

大学教職課程 在 方 根本 関 理由 。先 原則 則 、「養成」

「研修」 関係文脈 「最小限必要 資質能力」 保証 意味 大 自

理解 。 点 後 述 、 平成期 回 教育職

員免許法 改正過程 論議 明確 。 、 「最小限必要 資質能

力」 「教職課程 質的水準 向上」 整合性 「大学 養成」 「開放性」 原

則 下 図 意味 。

具体的 中核的 方策 、「答申」 ①教職課程 質的水準 向上 学部段

階 教員 最小限必要 資質能力 確実 身 付 、②教職大学院制度 創設 大学

院段階 高度 専門性 備 力量 教員 養成 、③教員免許更新制 導入 養成段

階 修了 後 、教員 必要 資質能力 確実 保証 。 問

点 、 改革方向 教師教育 原則 関係 、如何 意味 持

。 点 、 ①②③ 提言 個別 扱 、

教師教育 全 通 総合的 論 。

、再三指摘 教職課程 質的水準 向上 各大学 組織的指導体

制 整備 、最 大事 改善課題 。 、大学学部 教職課程 教員養成

Ⅱ 教員養成・免許制度改革 基本方向 具体的 施策． － －の その な

１．５つの方策
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中心 現状 、「大学 養成」 「開放制」 理念 下 認可 受 大学 、

責任 果 主体的 大学教育 改善・充実 向 取 組 行

。再度強調 、「答申」 教員養成 改革方向 「大学 教職課程 、教員

最小限必要 資質能力 確実 身 付 」 、各大学教職課程関係者

厳 確認 、 具体的 改善方策 明確

。

改革 具体策 示 、中間報告 、①「教職指導」 実施 法令上、明確化 ②「教職実

践演習（仮称） 新設・必修化（以下「教職実践演習」 、 指 ）、③「教員養成

委員会」 設置推進 機能 充実・強化 、教職課程 係 事後評価制度 導入 認定審査

充実 。「答申」 、教職実践演習 新設・必修化、教育実習 改善・充実、「教職

指導」 充実、教員養成 委員会 機能 充実・強化、教職課程 係 事後評価機能

認定審査 充実等大 方策 提言 。確 、 具体策 、

提案 理由付 可能 、詰 大学教職課程教育 「教職指導」 充実 図

、教員養成 原則 維持 、 他 改革・改善方策 展開

再確認 。

、「答申」 最 注目 、「教職実践演習」 導入 。 、教員

求 事項 「①使命感 責任感、教育的愛情 関 事項、②社会性 対人関係

能力 関 事項、③幼児児童生徒理解 学級経営等 関 事項、④教科・保育内容等 指導力

関 事項 含 適当 」 。 実施 当 、授業

方法 役割演技（ ー ー ） ー 討議、事例研究、現地調査（ ー ー

）、模擬授業等 取 入 適当 、 必要 事項 関連

授業内容例 提示 。

、指導教員 、教科 関 科目 教職 関 科目 担当教員 、共同 、科

目 実施 責任 持 体制 構築 重要 。 、履修時期 、

全 科目 履修済 、 履修見込 時期（通常 学年次 後期） 設定 望

。 上 、本科目 企画、立案、実施 当 、常 学校現場 教育委員

会 緊密 連携・協力 留意 必要 。

、 方法内容 、現行 教師教育 支 原則、中

「開放制」 原則 活 問

。例 、大学 演習科目 「学校現場 教育委員会 緊密 連携・協力 留意」 場合、

方 現状 実施 厳 状況 予測 。 、 科目 授業内容例 示

具体例 、学生 教員 「大学 養成」 最小限必要 資質能力 関

、実質的 整合性 疑問 残 。

である では での と の つの の で を けた が そ

の を たすために に としての に けた り みを っていくしかな

いからである すれば のいう の を の を

として な を に に けさせるものへ として がこ

のことを しく して その な を にしていかなければならないということで

ある

より の を せば は の を

の は これを す カリキュ

ラム の と の と に わる の や

の をあげている では の の

の カリキュラム の の に わる

や の きく つの として している かに こうした は それぞれ

の けが であるが まるところ における の を

らずして の つの を しつつ その の をうまく していけな

いことを すべきである

まず において も すべきは の である これは として

められる つの として や に する や

に する や に する の

に する を めることとすることが である とされている その に たっては

として ロ ルプレ イング やグル プ フィ ルドワ

ク を り れることが であるとし これらの つの な との として

の が されている

また については に する と に する の が して

の に を つ を することが であるとしている さらに については

ての を み あるいは みの は の に することが

ましいとしている その に の に たっては に や

との な に することが であるとしている

しかしながら こうしたねらいや が の を えてきた つの でも

の をより かしていくことになるのかどうかということを わねばならないのであ

る えば の を や との な に という

そのやり にもよるが では に しい が される また この の で

されている が が として での において な との わ

りで な があるのかということでも が る

２

，

５

２

４

４

４

２

２．「教育実践演習」 導入 対 慎重論の に する
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さらにいえば この が められている び の をみると これら

の な にしても に しいといわざるをえない えば や

に する についてみても どもとの に を き を して

ある を うことができる の つをとってみても での でここまで で

あろうか どうしても この の ねらい そして さらには などが

ここでいう つの を かすことが るかどうかの を なる としてだけでなく

しい の での な から に わなければならなくなるのである

ここで が するように において のような

に つ が されることが されている とし さらに は

における の を めて し の に に り むことが

と の を している この を まえて が に けた を

が らの する や に らして に するもの であり そのため

の が にほかならなく いわば を じた びの の として

づけている

こうした に わる に して に の しい

な も く されている その な を たしているのが

である この は に されて

の から に する くの や を っている の に しても

への で のように べている

の と の に する を するとともに

に の に して その が であるとともに カリキュラ

ム び の その が めて です そのため されれば を せざるを

ない が し には されてきた の までも うくする

ことになりかねない きな です と づけて この の を く している

かに の の のひとつとしての の は

が するように その の の たな の

といった から に する が されている これらの つの は の

からの からなされたもので での や の と に してい

るのである とりわけ で められている を めた の の

は の でも ではない ましては このためのカリキュラム び

になると では まる である その に としての とし

て おおむね が され が える には の に じてティ チングア

シスタント を するなど の を るとしている

の の においてゼミ の がようやく し その が しずつ

てきたところで この の は でなければならない ここにも に

、 科目 求 到達目標及 目標到達 確認指標例 、

基本的・共通的 指標 非常 厳 。例 、幼児児童生徒理解

学級経営等 関 事項 、「子 間 信頼関係 築 、学級集団 把握 、

規律 学級経営 行 」 一 「大学 養成」 可能

。 、 科目 趣旨・ 、 授業内容例、 達成目標 、

原則 生 出来 検討・吟味 単 目標 、

正 理念 下 現実的 観点 慎重 行 。

、「答申」 指摘 、「近年、大学教育 、教員養成 中・長期的視

点 立 教育活動 軽視 懸念 」 、 「課程認定大学 、大学教育

教員養成 重要性 改 認識 、教職課程 改善・充実等 積極的 取 組 必

要」 現状 教職課程 総括 。 総括 踏 学生 身 付 資質能力 「課程認

定大学 自 養成 教員像 到達目標等 照 最終的 確認 」 、

科目 教職実践演習 、 全学年 通 『学 軌跡 集大成』 位置

。

教員養成 関 改革方向 対 、実際 「答申（中間報告）」 提出以来、厳

批判的 意見 多 出 。 中心的 役割 果 、全国私立大学教職課程

研究連絡協議会 。 協議会 、 年（昭和 年） 設置 以来、私立大学教職課程

立場 教員養成 対 数多 提言 意見表明 行 。今回 「答申」 対 、

中央教育審議会会長 意見書 次 述 。

「教職大学院制度 創設」 「教員免許更新制」 導入 対 問題点 指摘 、特

「教職実践演習（仮称）」 導入提案 対 、「 意義 不明確 、

及 教員 配置上 実施 極 困難 。 、導入 教職課程 廃止

得 大学 増加 、結果的 戦後継承 開放制教員養成制度 存続 危

大 問題 」 結論 、 導入案 撤回 強 要求 。

確 、「教職課程 質的水準 向上」策 「教職実践演習」 導入 、同協議

会 指摘 、 内容、評価、指導体制、設定 時期、学生 負担、新 科目区分 設

置 観点 慎重 検討 余地 残 。 指摘 、一般大学 教

員養成 視点 、「大学 養成」 「開放制」 維持 密接 関連

。 、「指導体制」 求 「教職経験者 含 複数 教員 協力方

式」 、教員養成系 目的大学 容易 。 、 及 教員確

保・配置 一般大学 困難極 提案 。 上 、演習科目 適正規模

、 人程度 想定 、受講者数 増 場合 大学 実情 応 ー

（ ） 活用 、授業形態 工夫 図 。

現行 養成制度 下 形式 「総合演習」 定着 、 成果 少 出

、 「教職実践演習」 導入 慎重 。 、単 養成段

２

６
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階 「演習科目」 単位増 講 教員資質能力 向上 発想 、「開放制」 下

教員養成 現状把握 弱 。 、教師教育 精神 、養成、

採用、研修 教員 資質向上 絶 間 行 。再度、養成段階 最小限必

要 資質能力 理解・把握 、教職課程 資格課程

「大学 養成」 原則 生 、後述 総合力 富 教員養成 期待

指摘 。

協議会 意見書 、教員 資質能力 最終的 形成 確認 現行 「教育

実習 事前事後指導」 充実 図 可能 。 、各大学 教職課程 平

成 年 免許法 改正 既 「総合演習」 演習形式・必修化 行 、 充

実 「教職課程 質的水準 向上」 図 可能 。 十分 踏

、再度「大学 養成」 「開放制」 原則 、 「教職実践演習」 導入 慎

重 行 強調 。

、教職課程 質的 水準 場合、様々 観点 接近・考察 可能

、 目指 教師像 含 資質能力 論議 抜 、生産

的 質的 側面 関 。 点 、平成 年 月 中央教育審議会答申 、

教師 大量退職期 対応 、教師 対 揺 信頼 確立 、

教師像 「①教職 対 強 情熱、②教育 専門家 確 力量、③総合的 人間力」

要素 明示 。① 使命感 誇 、② 教育 結 、従来

主張 専門職 教職 確認 、③ 人間力 対人関係能力 教

職員全体 協力 、子 人格形成 関 「人格的資質」 主張 点 、今日 教

育状況 照 合 、改 注目 。

答申 、総合的 人間力 「教師 、子 人格形成 関 者 、豊

人間性 社会性、常識 教養、礼儀作法 対人関係能力、 ー 能力 人

格的資質 備 求 。 、教師 、他 教師 事務職員、栄養職員 、教

職員全体 同僚 協力 大切 」 。人 人 教 仕事 、

指摘 対人関係能力 ー 能力 極 大切 。 職

務 本質的 。換言 、 総合的 人間力 子 期待

、教師 。

、教員養成 段階 、 教師 資質能力 形成 捉

。 、「大学 養成」 資質能力 解釈 。今回 「答申」

、既述 「教員 最小限必要 資質能力」 表現 。

に の を じれば が するという は の での

の が すぎるといわざるをえない いうまでもなく の は

のなかで の を え なく うことでもある での

な の がなされなければ がいかに といえどもここでいう

での の が かされにくく するような に む が できにく

いことを せねばならない

この の では としての の な と のためには の

の の を ることで だとしている また の では

の の により に の が われているわけで この

によっても の の を ることが である こうしたことを に ま

えて での と の から この の については

に わなければならないことを したい

いうまでもなく の な という な からの が である

が やはり す を めた をどうとらえていくかという を きにしては

かつ な に わりにくいといえよう この で の では

この の に するためにも に する るぎない を するとして ある

べき を に する い の としての かな な

の つの で している は や りと は のプロと びつけられて

から されてきた としての を したものであるが の を や

の として どもの と わらせて を した は の

と らし わせて めて しなければならない

この では な を には どもたちの に わる として かな

や と をはじめ コミュニケ ション などの

を えていることが められる また は の や など

と として していくことが である としている が を える こそ

ここで されている やコミュニケ ション などが めて となる それは

として なものである すれば こうした な をこれからの どもに す

るのであるからこそ がそのモデルにならねばならないのである

それでは の で この の の をどのように えたらよいのであろう

か いうまでもなく での での の をどうするかである の

では したように としての な という をしている ここでいう

11
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Ⅲ 教職課程 質的水準 向上 原則 重要性． －２ －の の つの の

１．教師 総合的人間力 関としての との わり
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最小限必要 資質能力 、平成 年 教養審第一次答申 同 「教職課程 科目 履修

修得 専門的 知識・技能 基 教員 使命感 責任感、教育的愛情等 持 、

学級 教科 担任 、教科指導、生徒指導等 職務 著 支障 生 実践出来

資質能力」 意味 。

、教職課程 質的 水準 向上 、 「大学 養成」 「開放制」

原則 立 戻 、 教師 資質能力 議論 深 避 。

教員 「人格的資質」 、常 論 、 新 時代 教師像 、

総合的 人間力 解 大 問 。教師像 不易

面 流行的 面 両面 整理 論 、戦前 「国益」 枠内 、戦後

「私益」 枠内 、 教師像 展開 否定 。広 枠内 解釈 、

「国益」 国富 、「私益」 立身 結 。今後 、「公益」 枠内 、

整理 課題 。 「公益」 奉仕 教師 養成 、一般 「豊

人間性・社会性」 備 資質 高 教員 養成 。

、 教育職員免許法 改正 。

、平成元年 改正 。 改正 問 最大 課題 、「資格」 「資質」

。 、「資格」 「資質」 向上 不十分 。 、

教員 「資質」 解 極 大事 。昭和 年 月 臨時教育審議

会答申 「 教員 必要 資質 吟味 、 大学 教員養成 期待

内容 、採用後 初任者研修 教員 各 ー 現職研修 修得

内容 整理 」 。

答申 「審議過程 概要（ 三）」 、教員 資質 「児童・生徒 対 教育的愛情、

広 豊 教養 人間性、教育者 使命感、教育 理念 人間 成長・発達 深

理解、教科等 関 専門的知識、 上 立 実践的 指導力 児童生徒 心 触

合 」 解 。結局、 答申 「大学 養成 、幅広 人間性、教科・

教職 必要 基礎的・理論的内容 採用後必要 実践的指導力 基礎 修得 重点

置 、採用後 研修 、 上 立 実践的指導力 向上 重点

置 」 述 。

、教員 資質 「実践的指導力」 技術的 側面 処理 注目

。 時代 、教員 資質能力 、人間的 側面 技術的 側面 論

。 多 、教育 特殊性 、当然 人間的 側面 強調

説明 。 、 時期 「実践的指導力」 教員 技術的 側面 強調

背景 冷静 捉 。

次 、平成 年 改正 。 改正 動 、平成 年当時 個性 生 教育

実現 社会 変化 対応、 不登校等 児童・生徒 問題行動 対処 学校教育

様々 課題 指摘 起因 。 、教科指導、生徒指導、学級経営

な とは の と じく のここの の

により した な を に としての や を って

や を しつつ の に しい が じることなく る

を しているのである

ここでも の な の というときに どうしても での と

の に ち って この の についての を めていくことが けられない これ

までにも の は に じられてきたが これからの しい の として

この な をどう していくかが きく われてきたからである そのものは

な と な の から して じなければならないが は の で は

の で この も されてきたことは できない い で すると

は に は に びついていったのである は の で どう

していくかが である この に できる の とは にいわれる か

な を えた の い の ということができよう

ここで これまでの つの の についてふれておかねばならない

まず の である この で われた の は と のギャッ

プであった つまり はあるが の が ということであった このことは

の をどのように するかが めて になるのである の

では これらの に とされる を し それらを における に す

べき と における あるいは の ライフステ ジの において

すべき とに する となっている

この の の その では の を に する

く かな と としての の や の についての い

に する そしてそれらの に つ な と との の

れ い と している この では の においては い

に とされる と とされる の の に を

き の においては それらの に ってさらに を させることに

を くこととする と べている

ここに の を という な からの がみられることに し

たいのである いつの でも の は な と な から じられて

きた その くは という から のことながら な が されてきたこと

は をまたない ところが この に として の な が され

てきた を に えなければならないのである

は の である この の きは より を かすための の

や の への いじめや の の への など につ

いて な が されてきたことに している そこで な
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ど の において には たな が ではないかとの の に

に に たなる に けた の について の がな

されたのである

これを けて の の では に に められ

る として に って するための の を きる に

められる の から に められる という つに されている

この つの を に いて における の の を すると のこの

の に しなければならない

つまり に って するための の を を する に させる

つの として の はもとより

と と への の といった のテ マや

と の り など が に するテ マなどのいくつかについて ディスカッ

ション を に を めさせるととともに それらの を に じてどのように

えたらよいのかについて を する に えさせるような が の において

に される がある と べていることである

この を していくためには い な に をおく では こうした

を できる が できない ここでも の が にあることを めて

えなおし での の でもある の な みとの

わりで としての な の を じていかなければならない さが われてくるの

である

の が したようにこれからの の に していける を に け こ

れからの に きる ども が する に わる に してより に ができるよ

うにするために その な として に する に たに

が とされたのである この は の とは なり ディスカッション を とし

た の を うことが であり な り の や を り れるこ

とによって の を に できるような が められている

この は の を うもので や などの に する

テ マ について そのテ マも への の から それもディスカッショ

ン の で うものとされている いうまでもなく この は での

な の との がよく われるが このために して されたものではな

く の や の に する について の で に していくた

めの しい みであると すべきである

もちろん これまでの の ごとに されてきた の な は

学校教育 諸側面 、教員 新 資質能力 必要 問題意識 下 、平

成 年 月 教育職員養成審議会 「新 時代 向 教員 養成方策 」 諮問

。

受 、平成 年 月 教育職員養成審議会 第 次答申 、今後特 教員 求

資質能力 、地球的視野 立 行動 資質能力、変化 時代 生 社会人 求

資質能力、教員 職務 必然的 求 資質能力 整理 。

柱 念頭 置 教職課程 授業科目 改善 方向 整理 、次 第

次答申 記述 注目 。

、地球的視野 立 行動 資質能力 基礎 、教員 志望 者 修得

一 方途 、「人間尊重・人権尊重 精神 、地球環境、異文化理解、民族対立・

地域紛争 難民、人口 食糧、社会 男女 共同参画 人類共通 ー 、少子化・高

齢化 福祉、家庭 在 方 我 国社会全体 関 ー 、

等 中心 十分理解 深 、 内容 発達段階 応

教 教員 志願 者 考 授業 、大学 教職課程

適切 工夫 必要 」 述 。

主張 達成 、狭 実践的 指導力 重点 教職教育 、 内

容 消化 授業 期待 。 、教員 基礎資格 「学士」 改 捉

、「大学 養成」 具体的意味 教養、専門、教職 全体的 養成枠組 関

教師 総合的 人間力 育成 論 大切 問

。

学校 教員 、既述 時代 変化 対応 教員資質 身 付 、

社会 生 子 達 当面 諸課題 係 内容 関 適切 指導

、 具体的 方策 「教職 関 科目」 、新 「総合演習（ 単位）」

必修 。 演習 、他 教職科目 異 、 等 中心

演習形式 授業 行 原則 、可能 限 実地 見学・参加 調査等 取 入

現実 社会状況 適切 理解 工夫 求 。

科目 、国内外 今日的課題 扱 、①国際化 地球環境問題 人類 共通

ー 等 、② ー 幼児・児童・生徒 指導 観点 、③

形式 授業 行 。 、 科目 小・中・高校段階

「総合的 学習 時間」 整合性 問 、 特化 設置

、地球的規模 課題 日本 社会全体 関 課題 、教育 場 柔軟 対応

新 試 解 。

、 教育職員免許法 改正 強調 教師 実践的 指導力 、優

８ ７

９ ７ １

３

３ １

２
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れた れた を すのであるが の のみでなく を む の

な が われてくるということである ここでいう てる を するならば この

に な を らなければ や に りすぎる を め

の を う も てくるのである の の しい に またグロ バル する

に できる の という に てば これまで にいわれてきた とし

ての な や さらには などの な は から えられるもので

はなく らが を げつつ ら ばしかつ かしていくものとして その の さを

が しなければならない

そうであれば の としてのト タル こそが であり では や

の というよりも としての や さらには の かさなど

の な が なものとなってくるのである そのためにも での の をよ

り かすためにこの としての な の には のねらいで され

たように の

への など さらには と の り などの

のテ マへの が となるのである

そうすると な の の は にはこの との わりはないが

この が の をより な の からの を させた きな

ということができ これまでの に しい を しているとみなさなければならない

の い をすれば こうした は い な の では に できないというこ

とである ここでも のト タル が われるのである とりわけ での

に する いわゆる としての な を に に れた でなければな

らないのである

これまでの は こうしたト タル からの の は なく に

されてきた それだけに カリキュラムは に する と に する の

の で つまりその な で れた を できるという な え に

してきた しかも その はより しい に してきたといってよい それだけに この

は まさに での に する に する そして

は に する の を するための な として されたというこ

とを しておくことが である

あえていえば な と かな の といえるのである この におい

て に は に する の り は である ながら に べたように

くの ではこの の な がなされていなく な をあげていないという

のが である こうした に てば この の によって がい

う の を けることができる そうでなければ の や で

の による が の として の に を く ということにな

授業、優 指導 指 、外見上 教育方法 、教育内容 含 教師 総

合的 力量 問 。 「育 」教師 期待 、

実践的指導力 豊富 「中身」 盛 、教授技術 指導技術 頼 傾向 強 、教

育 本質 見失 危険 出 。今日 変化 激 時代 、 ー 化 社

会 対応 「教師」 育成 見方 立 、 常識的 「資質」

教育的 愛情 人間性、 使命感 人間的 資質能力 他者 与

、自 視野 広 、自 伸 活 、 認識 大切 教

師自身 再確認 。

、教師 人間 ー 性 重要 、養成段階 実践性 技術

性 向上 、教師 熱意 注意力、 共感能力、意欲、個性 豊

人間的 力量 大事 。 、「大学 養成」 立場

活 教師 人間的 力量 基盤形成 、「総合演習」 強調

、福祉、人間尊重・人権尊重 精神、地球環境、異文化理解、民族対立・地域紛争、難民、

人口、食料、社会 男女共同参画 、 少子化・高齢化 福祉、家庭 在 方 人

類共通 ー 接近 不可欠 。

、「総合的 学習 時間」 導入 、直接的 総合演習 関 、

学習 大学 教職教育 「人間的 力量」 観点 重要性 再認識 大 要因

、 教員養成 新 視点 提供 。

別 言 方 、 力量 狭 実践的 指導力 育成 十分 対応

。 教養、専門、教職 ー 性 問 。 、大学 「学

士」 相当 、 高等教育 質的 面 十分 考慮 入 教員養成

。

養成制度 、 ー 性 力量形成 論議 少 、教職課程科目 限

定 。 、教職 「教科 関 科目」 「教職 関 科目」

両者 統合 、 予定調和的 方法 優 教師 養成 基本的 捉 方 立

脚 。 、 統合 厳 現実 直面 。 、

「総合演習」 、 教職課程 「教科 関 科目」、「教職 関 科目」、 「教科

又 教職 関 科目」 者 統合 「総合」的 演習科目 構想

確認 重要 。

、高度 専門性 豊 人間性・社会性 統合 。 文脈

、特 「教科又 教職 関 科目」 在 方 、重要 。残念 、既 述 、

多 大学 科目群 適切 科目配置 、十分 成果

現状 。 見方 立 、 「総合演習」 強化・充実 、「答申」

「教職実践演習」 導入 避 。 、教職単位数 増加 年次

必修化 負担増 、現実 問題 「開放制」 原則 配慮 欠 改善策

３

４
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るのである

での での の からの な の と は としての

と に わる な が っていく を に えてい

くことにほかならない ここでいう な とは くこの を み むものでなければ

ならないのである いうならば の における の の は

い に とされる に されて つ び

の をどう てるかにある なる い な の であれば

の を め ひいては の の あるいは をもたらしかねないのであ

る にいえば であり ではないということである この え に てば

にの により い を り むということの さと に がいう

として な にも かな な けが められてくるのである

めて すれば の が な の の で の や

に りすぎてしまうと どうしても の を う を していくことに がっていく

いを めてしまうのである り せば での の が に かされないで

が える を えることに し として に められる を て

ばしていく を ってしまう に みがちになるのである ここにも を

というよりも として な を に する という を めて しな

ければならない このことはまさに の を での とその

が であるということに に ち って の のカリキュラム

を い してみることでもある

この を の からみると この を した は

の でもみられたように を させた の から に

おいての の までを めた が められるとともに と をつなぐ

な がどうしてもカリキュラム されねばならなくなるのである この こそが

にほかならない って この は ではないが の の

のために の な を たすものとして な を っている

の で が されている は したようにここで べてきた

との をより すべきである そうでなければ の も

がより かされるカリキュラム の での でなければ その の を

に できないといえよう むしろ での においてはこの の

を めてしまう すら じるのである の の で こうした の

をさらに することは どうしても カリキュラムの を むことにもなりかね

ないのである

。

教師教育 「大学 養成」 立場 実践的 指導力 育成 強化 、教師 「技

術的（専門的）力量」 「人間的力量」 関 基礎的 能力 育 条件 十分 整

。 実践的 指導力 、広 両者 包 込

。 、大学 教職課程 「実践的指導力」 基礎 育成 、幅広

「人間性」、教科・教職 必要 基礎的・理論的内容 統合 育 「指導性」及

「実践性」 基本 育 。単 狭 即戦力的 「指導・実践性」 強調 、

教師 技術主義 進 、 大学 教職課程 軽視 形骸化

。簡潔 、「実践的」 、「実践」 。 捉 方 立 、

「実践的」 中身 深 意義 盛 込 重要 同時 、「答申」 教員

「最小限必要 資質能力」 確 現実的 意味付 求 。

改 指摘 、大学 教職課程 実践的 指導力 向上策 下 小手先 教授技術 指導技

術 頼 、 教育 本質 見失 教師 養成 繋

度合 強 。繰 返 、「大学 養成」 原則 十分 活 、

教職教育 教 「技術」 与 傾斜 、教員 本来的 求 「資質」 育

伸 努力 怠 方向 進 。 、資質能力 「即戦力」

「教員 最小限必要 資質能力 確実 保証 」 立場 改 強調

。 、現行 「開放性」教員養成制度 「大学 養成」 基

礎資格 「学士」 常 立 返 、現実 教職課程 構成・内容

問 直 。

点 教師資質 観点 、 「総合力」 強調 「養成」 、教育職員養成審議

会総会 議論 、教職指向 反映 大学入学者選抜 役割 、教職課程

大学教授法 研究開発 含 論議 求 、教職 専門科目

総合的 科目 化 。 科目

「総合演習」 。従 、 科目 、直接的 教員 実践的指導力 基礎

形成 、大学教育 「総合」的 役割 果 重要 役割 担 。

今回 「答申」 導入 提言 「教育実践演習」 、既述 述

「総合演習」 整合性 吟味 。 、「教育実践演習」 導入 、

「開放制」理念 活 構成 下 処置 、 導入 主旨 十

分 達成 。 、一般大学 教員養成 「総合演習」 意義

弱 危険性 感 。現行 「開放制」 下 、 演習形式 科目設

定 必修化 、 教員養成 柔軟化 阻

。

３．実践的指導力 向上 関の との わり

22）
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の と

ここで この の を の という から を えなけれ

ばならない と に が に され の の

それぞれの において より にその に わる が されている いうま

でもなく の には な が しているが それらを すると

と のギャツプが きくなってきたことがある のことながら のもと

では の は によって り すという がとられ の を で

させてきた ここに の と の が に してきたのである の

を つが の が ということも しくなくなってきたのである の

あるいは の は このことを に している

に の に う の の は の

への を めるとともに と の のズレを めるための が された

かに の は に しやすいが の は である この を

と びつけて じることは には える ということからは な

がある しかし の が という い な の で されて

いくことには てる の という からは どうしても が されるのである

の に しても は の の ではどちらかというとやはり と

して える としての の が されて どもを に てる としての と

いうことへの がどうも いのではないか と べ に どもと に つ は

や を する な のなかで めて つとし を てるという からの の

の に った の を していくべきだとしている したように

は える ことのみでなく てる ことの しさがわかり そこに められる

の さを えことにつながっていくべきである こうした え は したように

の と びついていくことはいうまでもない

この の の に して での は が であろうか の

ように の に して の の では

び を む と に する が されるとともに

に わる び の が されている また の では

の の の から

び に する の から には

カウンセリングを める とし さらに は に する が たに された

もちろん の は したように れた れた をさすわけで

の のみでなく を む の なものにほかならない しかし

てる を するならば したようにこの により な

を らなければ や に り ぎる を め の を う も てく

るのである や としての という に てば として されている

、 実践的指導力 向上 教職員免許法 改正 文脈 、再度考察 加

。平成元年 平成 年 教育職員免許法 大幅 改正 、教員 養成、採用、研修

段階 、 具体的 力量形成 関 方策 提示 。

、法改正 背景 、様々 要因・問題 存在 、 総括 「資格」

「資質」 大 。当然 、教育職員免許法

、学校 教師 養成機関 作 出 方策 、教師 資質 「資格」 代表

。 、教師 「資格」 「資質」 乖離 現実 露呈 。教師

「資格」 持 、「資質」 向上 不十分 珍 。今日

「指導力不足教員」 「不適格教員」 問題化 、 典型的 表 。

特 、平成元年 教育職員免許法改正 伴 一連 教員 資質向上策 、教師 「実践的指導力」

関心 深 、「資格」 「資質」 両者 埋 方策 示 。確

、「資格」 方 比較的 説明 、「資質」 方 複雑 。 「資質」 「実践

的指導力」 結 論 、現実的 「教 」教師 十分 説得力

。 、教師 「資質」 「実践的指導力」 狭 技術的 力量 強調 処理

、「育 」教師 育成 観点 、 問題 残 。

先 臨教審答申 対 太田堯 「臨教審 経過報告 中 依然

教 専門家 教師 方 力説 、子 個性的 育 専門家 教師

強調点 薄 」 述 、本当 子 共 育 教員 学問

芸術 愛 自由 雰囲気 初 育 、個性 育 観点 教育 基本

原理 上 立 教員 資質問題、養成問題 考慮 。前述 、

学校教員 「教 」 、「育 」 難 、 求 指導

力 大切 考 。 見方・捉 方 、既述 教

師 「総合力」 結 。

教師 「実践的指導力」 向上 対 「大学 養成」 、何 可能 。周知

「実践的指導力」 向上 対応 、平成元年 教育職員免許法 改正 、「生徒指導

（教育相談及 進路指導 含 ）」 「特別活動」 関 教職科目 新設 、「教育

実習 係 事前及 事後 指導」 単位化 。 、平成 年 同法改正 、「総合

演習」（ 単位） 新設、中学校 「教育実習」 充実（ 単位 単位）、「生徒指導、教育相

談及 進路指導 関 科目」 充実（小・中・高 単位 単位、幼稚園新設、教育相談

含 ） 、 「教科又 教職 関 科目」 新 設置 。

、教員 実践的指導力 、既述 優 授業、優 指導方法 、

外見上 教育方法 、教育内容 含 教育的能力 主要 。 、

「育 」教員 期待 、記述 実践的指導力 豊富 「中身・意味」

盛 、教授技術 指導技術 頼 過 傾向 強 、教育 本質 見失 心配 出

。「教師」 「教育者」 教員 見方 立 、資質 強調
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教育的愛情 人間性、 使命感 教員自 生 。鈴木慎一 、資

質 「生 」 意味 先天的 能力 、「資質・内容」

時、 「内容」 疑問 呈 。 見方 、 「即戦力」 考

強調 前 、 「資質」 引 出 「大学 養成」 原則 込

気 大事 訴 解 。

、 教師教育、特 一般大学 養成段階 、 「実践的指導力」 修得

問題 否定 。臨教審答申 「採用後必要 実践的指導力 基礎

修得」 重点 置 改善 主張 理解 。 場合、 実践的指導力

「基礎」 強調 、実践的指導力 向上 採用後 研修 、 日常

教職活動 達成 。「大学 養成」 、 答申 「幅広 人間

性、教科・教職 必要 基礎的・理論的内容」 主体 置 。

、「開放制」 原則 学部・学科 専門教育 上 教職課程 置 前提

、大学 「実践的指導力」 向上 構造上大 限界 。 、「基礎

的・理論的内容」 「実践的指導力 基礎」 明確 区分 。 、養成段

階 、両者 相補的関係 、両者 分離 完成 教員 求 「実践

的指導力」 、「大学 養成」 原則 根底 理念的 否定

。

臨教審答申 第三章、初等中等教育 改革 項 、教員 望 「人間愛 児童・生

徒 対 教育的愛情 基盤 広 豊 教養、教育 理念 人間 成長・発達 深

理解、教科等 関 専門的知識、 上 立 実践的 指導力 児童・生徒 心

触 合 」 。 、「 今後 科学技術 進歩、国際化 情報化 進展

社会 変化 考 、 教員 、自主・自立 精神、主体性 確立 重要 」

、 鑑 教員 資質向上 措置 積極的 講 。

、既述 教員 ー 性 重要 。 場合 、

教員 熱意 注意力、 共感能力、意欲、個性 豊 大事

既 指摘 。 、教員 総合力 。 、「大学 養

成」 実践的指導力 育成 、将来的 教員 「専門的能力」 「人間的能力」 関

大事 育 基盤 強 、繰 返 述 小手先 教授

技術 指導技術 頼 教育 本質 見失 教員 養成 危険性 避

。大学 、教員 教職 専門的 基礎・基本 身 付 重要

性、換言 「大学 養成」 、既述 教育職員免許状 基礎資格 「学士」

諸条件 十分 満 肝要 。

、 「実践的指導力」 、 解 。当時 臨教審答申

限 明確 定義 。教員養成段階 見通 箇所 「児童・生徒 行動、心 体 健康

理解 、生徒指導、 関 知識 実践力 向上、 国際化 情

や さらには などは らが かしていくものである は

とはもともと まれつき という で な をいうのであって とい

う その ということに を している この は やはり の えを

する に いかに を き していくかが での の に められているこ

とに づくかどうかの さを えていると すべきであろう

とはいえ これまでの に での で この の に

ついて があったことは できない が とされる の

の に を いた を したことも できる その あくまでも の

を すべきであり そのものの は の において また の

において されるべきものである での は この のいう い

に とされる こそにその を くべきである

あくまで の が の の に を くことを とするの

であれは での の は きな をもっている そこでは

と の とは に できるものではない むしろ

では は にあるわけで を したところでの した を める

であれば での の はその から に されるというべきであ

ろう

の の の では に むものとして や

に する を とする く かな の や の についての

い に する そしてそれらの に つ な と との

の れ い をあげている また とくに の の や の などの

の を えると これからの には の の が となる と

し このことを みて の のための を に ずべきだとしている

そうであれば したように としてのト タル こそが となるのである その に

としての や さらには の かさなどが なものとなること

は に したとおりである それは の にほかならない そうすると での

における の は に としての や に

わる なものが つ をより くすることであり り して べてきたように の

や に りすぎて の を う を していく をいかに けるかにあ

る においては としての の な をしっかりと に けることの

すればこの での は したように の が で

あることの を に たしていくことが なのである

ところで この は どう されていたのであろうか の をみる

りでは な はない での しの に の と の

についての や カウンセリングに する と の あるいは や
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報化 新 分野 配慮 必要」 述 。 、一般 教員 教育的、

専門的能力 指 。 、答申 全体 、先 当時 学校

教育 荒廃 意識 現場 即 「実践」 意味 解 。

、養成段階 「実践的指導力」 基礎 、幅広 人間性、教科・教職 必

要 基礎的・理論的内容 統合 育 「指導性」及 「実践性」 基礎

。 意味 「実践的指導力」 、臨教審答申以来、教育的能力及 専門的能力 次元 論

、単 「実践性」 強調 共通 理解 。

、 目先 問題解決 急 、狭 実践力 強調 傾向 強

危険性 気 。

疎 、 教員 技術主義 助長 、 大学

教職課程 軽視 形骸化 。教員 「実践的指導力」 向

上 対 「大学 養成」段階 、 可能 、 議

論 各大学 教師教育担当者 強 求 。今 、「答申」 問 今

後 教員養成 基本的 在 方 、 「実践的指導力」 関 十全 捉 方 示

、改 問 。

再 確認 、今回 「答申」 「最小限必要 資質能力」 、平成 年 教員養成審議

会第一次答申 示 「養成段階 修得 最小限必要 資質能力」 意味 、

具体的 「教職課程 個々 科目 履修 修得 専門的 知識・技能 基 、教員

使命感 責任感、教育的愛情等 持 、学級 教科 担任 、教科指導、生徒指導等

職務 著 支障 生 実践 資質能力」 。 重要 表

現 、「著 支障 生 」 。

資質能力 確実 身 付 「答申」 「各課程認定大学 自 養成 教師

像 明確 示 、 実現 向 、体系的・計画的 編成 、必要

組織編成 行 、大学全体 組織的 指導体制 確立 重要 。 、教職

課程 履修 通 、学生 教職 理解 深 、教職 就 対 確固 信念 持

、専門的 知識・技能 自己 中 統合 、教員 必要 資質

能力 全体 確実 形成 、教職課程 教育内容 指導 充実 図

必要 。一方、教職課程 係 事後評価機能 認定審査 充実等、教職課程 質 維持

・向上 図 方策 講 必要 」 。 重要 表現 、「教職

課程 質 向上」 。

、具体的 教育実践 関 、 教員 最小限必要 資質能力

解 。 、現実 学校現場 求 新 実践的指導力

などの しい への が と べられている これは にいう の

を しているといえるのである また の からすれば にあげた の

の を しての に した を していると される

いずれにしても における の は い に

とされる と されて つ び の とみなすべきで

ある その で は び の で じ

られてきており なる の ではないということに の がされてきている と

ころが どうしても の を ぐあまり い が される を めていくこと

の に づいていかなければならない

そのことが かになったときには いうまでもなく の を し ひいては にお

ける の あるいは をももたらしかねないのである の の

に して での では なにが なのか またなにをなさねばならないのかの

を の に く められているのである また で われてきた

の の な り が こうした との わりで な え を しえ

るのかどうか めて うべきである

び すると の がいう な は の

において された で すべき な を するもので

より には の の の により した な を に と

しての や を って や を しつつ

の を しい が じることなく できる をいっている ここでの な

は しい が じることなく ということにある

この を に に けさせるために は は らが する

を に し その に けて にカリキュラムを するとともに な

を うなど として な を することが である また

の を じて が への を め に くことに する たる を つこ

とができるようにするとともに な を の で し として な

の を に することができるよう における や の を るこ

とが である に わる や の の の

を るための を ずることも である としている ここでの な は

の の ということにある

それでは な との わりにおいて この としての な をど

のように していけばよいのか また の で められている たな とは
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どのようなものであのるか これらが われているのである の との わ

りから に される は に であり かつ である しかし これらの

で な を きく してみると した しい が じることなく という

からは な の の しい の との わ

りが となる のことながら こうした で められる はそのまま

の の とに な わりを ってくるからである

えば な の と キャリア と に する の

と の の そして は の の

に わっているのである は しい の での であるだけに こ

れまでの の を して としての ての におけ

る の が される な ともなることが に させられるのである

これまでの で らかなように の や り は の の を に まえ

た の を めていくなかで それぞれの の づくりや の を し

ていく で たに われるのである ここでは の の での が に

しておきたい のみに って したい

まず の キャリア に わる の である ここでいう は

がこれまでの の や に った をいかに ぐかにあるといった

な での ではない が という の を して われていく

などを めた な を することを したい このために

では がこの の を し の に わる に をもって い

うならば から までの キャリア を した な を ることであ

る その を まえて では したように から まで それぞれの に

じてキャリア キャリア を で

きる の が である の カリキュラムでは こうしたキャリ

ア に わる び な に していくことは といえよう

は としての の である この も したように と を し

た に んだ の のための である ここでまた われるのが での

の な え である また に の に ち ることでもある に し

た の にしても のこうした を に した で

その を らなければ なる や の を めるだけに してしまう が い

といえるのである

の ゆとり の しや の に する などに に され

ているように の のねらいである と の は まさに の

の にかかっている そのために がどう で を り していくかが わ

れていると すべきである の の は いうまでもなく での の から

。 再度問 。今日 教育改革・改善 関

、教員養成 期待 資質能力 実 多様 、 複雑 。 、 多

様 複雑 資質能力 大 整理 、既述 「著 支障 生 」 観

点 、中高一貫教育、総合的 学習 時間、進路指導 充実、新 義務教育 創造 関

重要 。当然 、 諸改革 求 資質能力 「教職課程

質 向上」 密接 関 持 。

例 、「総合的 学習 時間」 「総合演習」、「 教育」 「進路指導 関 科目

充実」、「義務教育」 「中学校 教育実習 充実」、 「中高一貫教育」 、今回 改革 全

般 関 。中高一貫教育 、新 理念 下 学校形態 、

養成、採用、研修 再検討・整備 通 、「中等教育」 全 教育実践

教師 力量 見直 重要 機会 十分 予測 。

論述 明 、教師 意識 在 方 今日 教育改革 趣旨 十分 踏

学校運営体制 整備 進 、 学校 特色 学校 活性化 推進

上 新 問 。 、現行 教育職員免許法 下 教職課程 、特

再吟味 点 限 指摘 。

、教師 「進路指導・ 教育」 関 能力 向上 。 能力 、教師

集団 受験 低年齢化 受験準備 偏 教育 防 、対処療

法的 側面 力量・能力 。児童生徒 学校教育 長期 指導 通 培

自己効力感 含 「育成的 進路決定能力」 育成 期待 。 、教

育現場 教師集団 教育 趣旨 理解 、児童生徒 将来 係 教育 責任 、

入学 卒業 進路指導・ 教育 重視 総合的 指導体制 作

。 点 踏 教職課程 、既述 小学校 高等学校 、 段階

応 設計能力、 情報探索・活用能力、意思決定能力、人間関係能力等 育成

教師養成 条件整備 重要性 。現行 教職課程 、

教育 関 理論及 実践的 側面 対応 困難 。

次 、教師 「総合力」 向上 。 点 既述 専門性 人間性 統合

「総合力」 富 教員 養成 条件整備 。 問 「大学 養

成」 基本的 考 方 。 同時 「開放制」 原則 立 戻 。先 指摘

「教職実践演習（仮称）」 導入 、現行教員養成 側面 十全 検証 上 、

導入 図 単 大学 学生 過重負担 進 終始 危険性 高

。

今日 「 教育」 見直 「学力低下」 問題化 対 諸論議 典型的 示唆

、今回 教育改革 「自立 創造」 達成 、 教師 力量・能力

質 。 各大学 教職課程教育 特色 作 出 問

解 。教員 総合力 育成 、 「大学 養成」 観点
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の と

すれば の の にあるともいえるのである

に これらの が することを してみると の の に してい

くためには と の を に としての に する

に する は に する のより を っていかねばならない

たな に けた の について においてでも

の は を め の にわたり えずその が られるべきとしながら

に の を している

まさに り し べてきたように の は での と

の に ち って における カリキュラムの を うべきである このこと

によって の で たに められてきた の にどう していくかの

を み ねながら その が の り を する に しているということ

を すべきである

のように に わる の たな とい

う に してみると には での と いう からは

も するように での な としては と の り に

してもいいのではないだろうか すれば この つの り の なくしては

に する るぎない を することはとても ないということである よい

がなければ よい もあり ない がいう の の とりわけ

としての な を に に けるためには この と の つ

が めて きいのである ところがこの つの は の において その

な で くの を えている

この を に する の つの いわゆる での

と の から の と に が じない をどう してい

くかが の となる などで されている な のなかでも の そ

のものに での と での の り が な に につながるという

を ての は すべきであるということである このことが しい の

において が への を することにもなるといえよう ここでは

のいう と の と に して していきたい

ここで での という が としての その の

に に り める に を していく がある いうまでもなく そ

各大学 教育力 向上 。

最後 、 点 示唆 整理 、今日 教育改革 諸状況 対応

、大学教育 教職課程教育 連携強化 前提 、教職科目 「教職 関 科目」、

「教科 関 科目」、「教科又 教職 関 科目」 内容充実 図 。

教育職員養成審議会第 次答申「新 時代 向 教員養成 改善方策 」 、

教員 資質能力 養成段階 含 教員 生涯 絶 向上 図 、

特 大学 役割 強調 。

今 、繰 返 述 、各大学 教職課程教育 「大学 養成」 「開放性」

原点 立 戻 、各大学 教職課程 総点検 行 。

、今日 教育改革 新 求 教師 力量・能力 対処 議論

積 重 、 大学自身 教師教育 在 方 再検討 時期 直面

再確認 。

以上 、教員養成改革 関 基本方向、教職課程 質的水準向上、新 力量形成

諸問題 接近 、最終的 「大学 養成」 「開放制」 観点 、「答申」

提案 教員養成段階 中核的 問題 「教職指導」 「教育実習」 在 方

集約 。換言 、 在 方 改善・充実 、教

員養成 対 揺 信頼 確立 出来 。 「指導」

、 「実習」 得 。「答申」 「教職課程 質的水準 向上」、

教員 必要 資質・能力 確実 身 付 、 「指導」 「実習」 持 意味

極 大 。 現状 、各大学 教職課程 、 「質」的

面 多 問題 抱 。

「質的水準」 具体的 解決 場合、教師教育 原則、 「大学 養成」

「開放性」 立場 教師 「資格」 「資質」 落差 生 教育・指導 実現

最大 課題 。中教審 指摘 様々 対応策 、教師教育 質

学内 「指導」 学外 「実習」 在 方 実質的 保証 直接的

認識 全 教師教育関係者 再認識 。 、厳 今日

大学環境 、大学自身 教職 主体性 発揮 。 、答

申 「教職指導」 「教育実習」 改革方向 課題 限定 論究 。

、「大学 教員養成」 場合、学生 教師 意識、 資質・能力 統合・

形成 主体的 取 組 諸条件、特 教職指導 充実 必要 。 、

２

１

２

２

２
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の の である の り そのものが その を するからである

は を が についての を め への について するとと

もに の を して に として な を していくことが

できるよう の を じて が に う

の ち と の や と の に けての な とし

を じたきめ かい を している

もちろん がいうように が に する を め らの について す

るとともに その の の を に うことができるようにするため に

おいては のガイダンスの に に して が する や の

を に させるとともに それを まえて を することができるよう

に する を に すなどの を うことが である

このための として の の が も な につながるので

あるが ここでは つの を したい というのは が を えるという の は

す を することと は の で うという をその とすれば

のように なカリキュラムの な の の

システムの が めて われなければならない その ではじめて の を じた

きめ かい である が となり ここでいう での の

が かされるのである

まず のカリキュラムの であるが に すれば は に を れるこ

とによって その を るということなどが である としては での の

が の を においていることから その として カリキュラ

ムと カリキュラムのバランスのよい な を っていくことである

カリキュラムの からは に する と に する について それらの

の などを に しつつ は に する にどう

を たせていくかがポイントとなる

は ともこの は には び の の が てられてい

るのが であり ごとの や を すようなカリキュラム を っている

はまだ である この には したように が な で できる

な を することも その の といえるのである の な

は これらの は のそれぞれの を に かしきれた なカリ

キュラム によってこそ より になるのである

に の な の としての な では の

と の について べなければならない の においては

での ちおくれとその に する の さが な である がいう

に う の すなわち と の や と

日常 教育指導 「教職指導」 在 方 、 「質」 左右 。

「答申」 、教職指導 「学生 教職 理解 深 、教職 適正 考察

、各教科 履修等 通 、主体的 教員 必要 資質能力 統合・形成

、教職課程 全期間 通 、課程認定大学 継続的・計画的 行 指導・助言・援助

総体、即 教科 教職 有機的統合 、理論 実践 融合 向 組織的 取組」 、「教

職課程全体 通 細 指導・助言・援助」 強調 。

、「答申」 「学生 教職 対 理解 深 、自 適正 考察

、 後 教職課程 履修 円滑 行 、課程認定大学

、入学時 際 、学生 対 、各大学 養成 教員像 教職課程 到達

目標等 十分 理解 、 踏 履修計画 策定 、教職

課程 関連 科目群 体系的 示 工夫 行 必要」 。

条件整備 、教職課程 専任教員 確保 最 現実的 問題解決

、 点 指摘 。 、人 人 教 教職 場合 、目指

教員像 明確化 、教員養成 全学 教員 行 自覚 前提 、以下

①体系的・計画的 編成、②全学的 組織的体制 確立、③教職課程 評

価 定着 改 問 。 上 、教職課程 全体 通

細 指導・助言・援助 「教職指導」 可能 、 「大学 養成」 趣

旨 生 。

① 面 、端的 表現 「又 科目」 集団体験学習 入

、 充実 図 一例 。全体 、「大学 養成」 原

則 教員免許 基礎資格 「学士」 、 前提 教養・専門

教職 統合的・体系的 履修 図 。教職課程

観点 、「教職 関 科目」 「教科 関 科目」 、 講

義内容、科目間 整合性・連続性 十分 配慮 、「教科又 教職 関 科目」

特色 持 。

現状 、各大学 「又 科目」 、科目及 教職 法定単位 余剰単位 当

一般的 、各大学 独自性 特色 出 編成 行 大学

少数 。 科目群 、既述 学生 様々 形態 参加 集団体験学習

的 内容・領域 単位化 、 強化策 一例 。「教職課程」 質的

充実 、 「教職」、「教科」、「又 」 趣旨 十分 生 統合的

編成 、 効果的 。

次 ② 全学的 指導体制 確立 体系的・補完的 指導体制 、「指導・相談室」

設置 教員意識 変革 述 。日常 「教職指導」 、組織・施

設面 立 指導 対 教員意識 希薄 切実 課題 。「答申」

「継続的・計画的 行 指導・助言・援助 総体、 教科 教職 有機的統合 、理論 実

３
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践 融合 向 組織的 取 組 」 「大学 養成」 達成 、 「入

学時 工夫 、履修期間中 機能 充実 」 日常

化 、学生 履修計画、 後 履修課程 十分 対応 保証 指導体制

確立 。

機能 充実 、学生 「学 精神」 育 結 強調

。 、「教職指導」 対 教員意識 変革 、教職課程履修 手引・学修

（ ） 活用、 ー 導入・活用、「教職課程相談室」 「教職資料室」等

設置 、全学的 「教職指導」 組織・施設面 条件整備 不可欠 。

③ 評価 定着 、既 各大学 自己評価・自己点検 理念

実践 進展 、 細 「教職指導」項目 設定 評価 構

築 大学 。学生 授業評価 導入 、学生側 立 指導支

援体制 構築 重要 。「答申」 、各大学 自己点検・評価 充実 「 結果 対

学外者 検証」 提言 。 、教育委員会 学校現場 意見 積極的 聞

、評価 客観性・実効性 高 強調 。

、現実 評価 効果的 具体策 。教職課程教育

「質」 維持・向上 現実 図 。 、日常 細 教職指導

充実 再認識 、 評価項目 「教職指導」 関 文言 明確 設定

。一例 示 、 評価項目 「現状説明」、「点検・評価」、「特色 問題点」 設

定 、日頃 指導状況 捉 。特 、 場合 学習者 要求・

期待 確実 応 姿勢 強調 。 、「教職指導」 改善・

充実 単 外 評価 依存 、 認定審査 充実、 課程認定委

員会 実地視察 強化 外的 規制 頼 、大学 自 評価 行 大

学自治 下 「大学 養成」 原則 立 戻 出来 。

以上 教職指導 現状 課題 考察 、現実的 問題 教職課程 大学内

位置 。 「大学 養成」 実質的 体制 確立 。既

述 上 教養 専門 上 教職 「教科 関 科目」、「教職

関 科目」、 「教科又 教職 関 科目」 大学 総合的 編成 問

。 、 編成及 履修 伴 指導 大

学 教職課程 専任教員 委 現状 。学内 、 全学的 教

職指導体制 確立 、各大学 解決策 十分 図 肝要 。

確 、「答申」 指摘 、「開放制」 原則 尊重 、安易 教員養成 場

拡充 、希望 誰 教員免許 簡単 取得 。 「開放制」

活 条件整備 確実 行 、課程認定大学 教員養成 責任

の に けての な り み を での でどう するか さらにいえば

のガイダンスを することとともに のアドバイス を すること を

することによって の その の における な を する

を できるのである

このアドバイス の こそが の びの を てることに びつくことを し

たい それゆえに に する の とともに の ガ

イド シラバス の オフィスアワ の や

の など な の での が となるのである

さらに の システムの についてであるが に では の と

はかなりの をみせているが きめ かな の をした システムの

はこれからの がほとんどである による の により に った

の も である は の の として その に す

る による を している つまり や の を に くこと

により の を めていくことを している

それでは にその システムを にするための はどうなるのか

の の をどう に っていくのか このためには のきめ かい の

にかかっていることを し その に に わる を に すべ

きである を すと その に と などを

していけば みえにくい を えられるのである に その に の

に に じていく を しなければならない そうすることで の

が に からの システムに するという いわば の さらには

による の といった な に るのではなく が ら を うという

の での での の に ち ることが るのである

のように の と を してくると な としては の

での である ここでいう での の な が しているかどうかである

したようにカリキュラムの での と の に としての に する に

する そして は に する の での な がどうしても われ

なければならない また これらのカリキュラム びその に う などがほとんどの

では の のみに ねられているのが である において まず な

の をどうしていくか でその を に っていくことが である

かに が するように の を することは に の を

したり すれば でもが を に できるということではない この

のよさを かすための を に うことによって としての の

（ ）教育実習２
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を めて く することにほかならない このことは に の に

するのである しかし この の と に する の は

の や な ではとても ないという しさを えている

は を での を じて らが への や を

える な であり とも きな が される は と

が して の を する であり は に する の と

に する の が して の にわたり や と しな

がら を って に たることが である とし この の な に めることを

にべきことを している

な い をすれば の に って のような つの から つまり

の な し な の との などによっ

て この を っていくということである が この の を

と の による の の と づけていることに したい

そのためには いろいろな が されるが の と の が して

にあたる ことと に の や を に すること が である

の の をみると これらの が の つの の で きな となっていると

いっても ではない この の を にみることによって の がこの

つの に に ち れるともいうことができる

そこで の の と びついていく の な しについて べ

なければならない の での な は における の な

にある がいうように この の も ひとつの となることはいうまでもない

しかし による の は そのこと が の が むことへの も

に れなければならないのである

この は の として されているので が の

との によって の な に める を っているということである そ

のためにも の な としては の の

のいう の り などを に していく を しなければならない

については では できるだけ ける で しを うことが としてい

る この けとして の や の の があげられるとともに では

に くことを する の での の から の な も されてい

る つまるところ は とのより な の と の をい

かに に っていくかの に するのである

に の な の のために の についてふれなければならない

というのは の の を かすためには に したように の ての が

に わっているという をどう げていくがである まさに での

改 強 自覚 。 、最終的 「教育実習」 改善・充実 収

斂 。 、 教職 総合力形成 密接 関係 教育実習 改善・充実 、小手

先 方策 部分的 対策 対応出来 難 抱 。

「答申」 、教育実習 「学校現場 教育実践 通 、学生自 教職 適正 進路 考

貴重 機会 、今後 大 役割 期待 。教育実習 、課程認定大学 学校、教

育委員会 共同 次世代 教員 育成 機会 、大学 、教科 関 科目 担当教員

教職 関 科目 担当教員 共同 、教育実習 全般 、学校 教育委員会 連携

、責任 持 指導 当 重要 」 、 実習 円滑 実施 努

法令上明確 提案 。

結論的 言 方 、「開放制」 原則 立 、以下 点 、 ①教

育実習 総合的 見直 、②全学的 指導体制 確立、③大学外部機関 協力・連携

、 改善・充実 図 。「答申」 、 教育実習 改善・充実

「大学 学校、教育委員会 共同 次世代 教員 育成」 位置 注目 。

、 方向・方針 列挙 、「大学 教員 実習校 教員 連携 指

導 」 、「事前 学生 能力 適性、意欲等 適切 確認 」 不可欠 。

大学 教職課程 現状 、 点 先 原則 下 、大 盲点

過言 。 教育実習 現状 反省的 、大学 教師教育

原則 実質的 立 戻 。

、① 「開放制」理念 再評価 結 教育実習 総合的 見直 述

。「開放制」 下 現実的 課題 、一般大学 教育実習 円滑 実施

。答申 、 法令上 明確化 、 選択肢 。

、法令化 細部 規定 、 自体 教員養成 目的大学化 進 危惧

視野 入 。

教育実習 、教職課程 一環 実施 、課程認定大学 内外 関係諸機関

連携・協力 、教育実習 円滑 実施 努 責任 担 。

、教職課程教育 自浄的 作業 、教育実習 事前・事後指導、実習 履修制限、

「答申」 母校実習 在 方 総合的 見直 方向 確認 。母

校実習 、「答申」 「 避 方向 、見直 行 適当」

。 理由付 、大学側 対応 評価 客観性 確保等 、他方

教職 就 希望 出身地 学校 実習 意義 母校実習 柔軟 対応 提言

。 、教育実習 、実習校 効率的 連携指導 構築 実習評価 適正化

十全 行 問題 帰着 。

次 ② 全学的 指導体制 構築 学内関係機関 整備 。

、現行 「開放制」 理念 活 、先 強調 大学 全 教員 、

教員養成 携 意識・自覚 拡 。 、「大学 養成」

３

２
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の が に きてくるのもここに らなければならない ところが くの で

は に わる な として に たるものを しているが こ

の は に に わっているものを に されている この では

な と で が い の を していくためには こ

の に わる な の とその の が になる

この は カリキュラム の を している での

の は なるにしても こうした な の により がより での

の を に していく を えやすくなるのである の な を

つ の は の な カリキュラムの と の

インタ ンシップや に を って していける な を

るかどうかにかかっている

の の と サポ タ の をよりよく かつ するための

との について べなければならない

をより させていく の は と の に と

との のさらなる である でも この つの が していくた

めの として ごとに に たるものが されている は

の かつ な のために ごとに や は

もとより や の い の によって

を すべきことを している

の は の な につながる サポ タ などの

である によって の や に められる などについて

の さらには の な と における の な へ

の な みについての が となる また によって

における の や み の びや の み かせなどの な の

に わることによって ってくる を へ に かしていくことが る

のである もちろん が するように インタ ンシップなど を する や

における どもとの れ いの との の を に する

ことによる の と なってくるのである

のようにみてくると の は での な と

での における の の が められるのである のことながら

では がより な が やすい を していくとともに では

や との のもとで ある を えていくことである と ともに

についての を に りつつ にとって の が な の

を うということに きるのである

原則 本質的 生 戻 。 、多 課程認定大学

、教職課程 関 中心的 組織 「教職課程委員会」 当 設置 、

委員 教職課程教育 直接的 関 中心 構成 。 構成 、全学

的 組織・指導体制 運営・管理面 問題 多 。「開放制」 原則 実現 、

教職課程 関 全学的 組織 設置 権限 拡大 重要 。

点、答申 、「教員養成 委員会 充実・強化」 提案 。各大学 委

員会 名称 異 、 全学的 組織 整備 、教職課程 「大学 養

成」 原則 実質的 保証 条件 整 。教職課程 総和的 意味 持

「教育実習」 成否 、教職課程 全学的 編成、 検証 改善、教職指導 企画

・立案・実施、 ー 教育実習等 責任 持 運営 全学的 指導体制

構築出来 。

最後 ③「協議会」 拡充 「 ー ー制」 活用 運営 達成 学外関

係機関 協力・連携 述 。

教育実習 充実 第 条件 、大学 大学外 機関、特 教育実習校 教育委員

会 連携・協力体制 整備・拡充 。現状 、 機関 協働

協議機関 各地区 「教育実習連絡協議会」 当 設置 。答申 、

教育実習 円滑 効果的 実施 「各都道府県 教員養成大学・学部 教育委員会

、一般大学・学部 公私立学校、知事部局等 幅広 関係者 参画」 、教育実習

連絡協議会 設置 提言 。

第 条件 、教育実習 基礎的 力量形成 「学生 ー ー制」 導入・活用

。前者 、教育実習 内容 指導方法、実習生 求 資質・能力

共通理解、 相互 適切 役割分担 協力・連携、各地域 実習生 円滑 受入

具体的 仕組 検討 可能 。 、後者 、幼・小・中・高・特別支援

学校等 授業 補助 部活支援、休 時間 遊 本 読 聞 様々 教育活動

支援 関 育 力量 、教育実習活動 直接的 活 出来

。 、答申 指摘 、「 ー 学校現場 体験 機会 、

学校外 子 触 合 機会、現職教員 意見交換 機会等 積極的 提供 」

教職指導 充実 重 。

以上 、教育実習 改善・充実 、大学内 事前・予備的 指導体制 大学

外 現場実習 協力・連携体制 両面 確立 求 。当然 、

学内 履修生 体験的 活動 出来 条件 整備 、学外 教育委員

会 実習校 連携 責任 指導体制 整 。結局、学内 学外

教育実習 共通理解 十分 図 、実習生 最善 実習 可能 指導条件 整

備 行 尽 。

１
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２
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Ⅵ．ま と め

戦後 教員養成・免許制度 改革 、 平成元年 改革 最 大

、今回 改革 上回 。平成 年 月 日 教育職員免許

法改正 行 、 伴 同法施行規則 改正等 、 大幅 教員養成 改革 進

予定 。 教育職員関連法 改正 、課程認定大学 対 教職課程 再認定

作業 、 問題化 「教育実践演習」 中心 今後予想 超 様々 問題

派生 予測 。 問題 、 別 機会 改 論究

。

、 法改正 背景 、学校教育 複雑化 多様化、 家庭 地域 教育力

低下 集約 、逆 学校 教員 対 期待 要求 増大

。 、改革 「答申」 「広 国民 社会 尊敬 信頼 得

存在」 直結 、今後 教員養成・免許制度 改革 「他 教育改革 出発点」

。「答申」 指摘 、「量及 質 両面 優 教

員 確保 重要 時期 、採用段階 教員 質 確保 加

、養成段階 、教員 質 確実 保証 方策 講 」 養成 主体 大

学自体 真摯 受 止 。

本論 、「答申」 分析 中心 教師教育 「大学 養成」 「開放制」 原

則 基軸 、大学 教職課程教育 在 方 検討 。結論的 、「開放制」 原則 、

角度 変 「大学 養成」 原則 重 多 、両者 同 内容

立場 変 過 解釈 。 、教師養成教育 責任 、大学

主体的 担 。言 換 、大学主導 教師教育 、国家主導 教師教

育 、 大学生 教職 進路選択 可能性 広 保証

。 文脈 、大学自治 下 多様 学部・学科 特色 持 一般大学 教職課

程 存在意義 確認 。

「答申」 基本認識 、課程認定大学 「教員 中 、子 関 理解 不足

、教職 対 情熱 使命感 低下 者 少 指摘 。

、 指導力不足教員 年々増加傾向 、一部 教員 不祥事 依然 後

絶 状況 。 問題 、 一部 教員 問題 、保護者 国民 厳

批判 対象 、教員全体 対 社会 信頼 揺 要因 」 踏

、 「社会 厳 変動 学校教育 抱 課題 複雑・多様化等 中 、教員 対

揺 信頼 確立 、養成段階 、 後 教職生活 一 過程

捉 、 全体 通 、教員 必要 資質能力 確実 保持 、必要 施策 総合

的 講 重要 」 十分 解答 提示 。

、大学 教師教育 改革 、外 指示・命令 消極的 受容的

の の は これまで の が も きなものであったといえ

るが の はそれをさらに るものになるといえよう に

が われ それに って の により これから な の が

められる である この の により に する の

において これまで してきた を に を えた な が

してくることが される これらの については また の に めて するつもり

である

いうまでもなく この の には の や また や の

の に されるように に や に する や の によるものともいえるので

ある このことは そのものが がいう く や から と を られるよ

うな に するものであり の の が の の

とならねばならないからである で されているように び の から れた

を することが となつているこのような こそ における の の に

えて においても の を に する を ずること を の である

がどう に け めるかである

では の を に における での と の つの

を に の の り を してきた にいえば の は

みる を えれば での の との なりが いというより は じ のもの

で を えていっているに ぎないと すべきである つまり の は

が に うということである い えれば の であり の

ではないということであり それも の への の を く するというこ

とである この において の での な に を つ の

の があるということを しなければならない

この の としては が の には どもに する が

していたり に する や が している が なからずいることが されている

また いわゆる は にあり の による も として を

たない にある こうした は たとえ の の であっても や の し

い の となり に する の を るがす となっている ということを

まえて どう の しい や が える の の で に する

るぎない を していくためには から その の までを つの とし

て え その を じて として な を に するため な を

に じていくことが である に な を できるかである

このためにも は の において からの という なまた

19 17５

２
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） 関連 平成 年 月 、教育職員養成審議会第二次答申「修士課程 積

極的 活用 教員養成 在 方 現職教員 再教育 推進 」、平成 年 月 、同第三

次答申「養成 採用・研修 連携 円滑化 」 。

）平成 年 月 、中央教育審議会答申「新 時代 義務教育 創造 」、平成 年 月 、

教育再生会議第一次報告 教員免許更新制 導入、同 月 中央教育審議会答申「教育基本法

改正 受 緊急 必要 教育制度 改正 」 教育職員免許法等 改正 提

言 。

）文部科学省初等中等教育局教職員課「優 教員 養成・確保 向 「今後 教員養成・免許制

度 在 方 」（答申） 要点 」、『教職演習』、第 号、教育開発研究所、平成 年、 頁。

）坂本 昭『学校・教師教育制度 基礎 改革』、中川書店、 年、 ～ 頁。

） 立場 既 坂本 昭「教育改革 教師教育 教職課程 観点 」、『福岡大学研究部論集』、

Ａ：人文科学編、 、 年、 ～ 頁 一応 行 。

） 「教員 最小限必要 資質能力」 表現 、「中間報告」 「最小限」 表記

。 、 能力 、答申 述 平成 年 教養審第一次答申 示

「養成段階 修得 最小限必要 資質能力」 意味 。

） 全国私立大学教職課程研究連絡協議会運営委員会「今後 教員養成・免許制度 在 方

（中間報告） 対 意見書」、 年 月 日、 頁。

）同「意見書」、 ～ 頁。

）「答申」 別添 「教職実践演習（仮称） 」 参照。

）「意見書」、 頁。
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な でなく からの なまた な を の で つの である

での と の をより かしていく で していかねばならない

に は なる に されるのではなく その の や の

などを かして この つの を に として していかなければならない こ

のために では の として から そして までの を に

れながら あえて の と の に を って したので

ある

いうまでもなく の での は な の として

と との な の に しているだけに この つの こそが での

の で そのカギを っているということである そうでなければ が

による い な に ってしまう があるのである このための な

と の の の こそが この の に

に がっており そのことの の が での と の で

あるからである

対応策 、内 積極的 自主的 改善策 、大学自治 下 原則 「大

学 養成」 「開放制」 精神・原則 活 方向 策定 。特

、私立大学 、単 市場原理 左右 、 建学 精神 伝統、学部・学科

特色 活 、 原則 具体的 成果 顕在化 。

、本論 教師教育 改革方向 、養成 採用、 研修 全過程 視野

入 、 「教職指導」 充実 「教育実習」 改善・充実 焦点 絞 接近

。

、「開放制」 下 教職課程教育 、全学的 教学計画 一貫 一般教育

専門教育 有機的 関連 下 成立 、 充実・改善 「大学

養成」 下 、 握 。 、教職課程教育 、目的

大学化 狭 画一的 教師養成 陥 危険性 。 全学的 責

任体制 教職課程履修生 所属学部・学科 教育責任意識 確立 、 両面 改善・充実

直接的 繋 、 共通認識 形成 「大学 養成」 「開放制」 保証条件

。
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）中央教育審議会「新 時代 義務教育 創造 」、平成 年 月 日

）中央教育審議会「今後 教員養成・免許制度 在 方 」（中間報告）、平成 年 月 日。

）臨時教育審議会「審議経過 概要（ ）」、 年 月 日、『臨教審 教育改革（第三集）』、

、 年、 頁。

）馬越徹「教育制度 再構築」、今津孝次郎・馬越徹・早川操編『新 教育 原理 変動 時代

人間・社会・文化 』、名古屋大学出版会、 年、 頁。

）臨時教育審議会「教育改革 関 第二次答申」、昭和 年 月 日、『文部時報』、 月臨時増刊号、

年、 頁。

）臨時教育審議会「審議経過 概要（ ）」、前掲書、 頁。

）同 頁。

）教育職員養成審議会第一次答申「新 時代 向 教員養成 改善方策 」、平成 年 月

日。

）前掲答申。

）前掲答申。

）福岡大学 、 趣旨 基 、福岡大学教師教育研究 ー 編『学校・地域・国際社会 展開

課題』学術図書出版社、 年 作成 。

）教育職員養成審議会「教員採用・研修 在 方 教員養成 連携方策答 関 特別委員会」 、

第 回 年 月 日 始 、第 回 同年 月 日 開催 。総会 、第 回 年

月 日 、第 回 年 月 日 開催 。

）坂本 昭、前掲書、 ～ 頁

）日本教育学会主催公開 、教育改革 「教育基本法 教師」大田堯会

長挨拶、 年 月 日、『教育学研究』第 巻第 号、 年、 頁。

）鈴木慎一「教師研修 疑問 」『季刊臨教審 』 研究所、 年、 頁。

）臨時教育審議会「教育改革 関 第二次答申」、昭和 年 月 日、『文部時報』 月臨時増刊号、

頁。

）『教育改革 関 第二次答申』、前掲書、 ～ 頁。

）前掲書、 頁。

）教育職員養成審議会第一次答申、平成 年、前掲書。

）坂本 昭「教育改革 教師教育 教職課程 観点 」『福岡大学研究部論集』、Ａ：人文科学編、

、 年、 ～ 頁参照。

） 職業的（進路）発達 関 諸能力 、坂本 昭『進路指導・ 教育論 政策・

理論・実践 』中川書店、 年、 ～ 頁参照。

）文部科学省『教育 構造改革 画一 受身 自立 創造 』、平成 年 月。

）教育職員養成審議会第一次答申、平成 年、前掲書。

）既 、 改革方向 課題 、「教育実習 教職指導 改善・充実」、教育開発研

究所『教職研修』 、通巻第 号、 年、 ～ 概観 。
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・中央教育審議会答申「今後 学校教育 総合的 拡充整備 基本的施策 」、昭和

年。

・臨時教育審議会「教育改革 関 第一次答申」、昭和 年。

・中央教育審議会答申「新 時代 対応 教育 諸制度 改革 」、平成 年。

・中央教育審議会答申「 世紀 展望 我 国 教育 在 方 （第 次答申）」、平成 年 月。

・教育課程審議会答申「教育課程 基準 改善 」、平成 年 月 日。

・中央教育審議会答申「初等中等教育 高等教育 接続 改善 」、平成 年 月 日。

・中央教育審議会答申「初等中等教育 当面 教育課程及 指導 充実・改善方策 」、平

成 年 月 日。

・ 文科初第 号「小学校、中学校、高等学校等 学習指導要領 一部改正等 （通知）」、平成

年 月 日。

・ 教育 語 懇談会「人間向上 今後 教育 構造改革 方向性 」、平成 年

月 日。
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